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(57)【要約】
【課題】収容された流体が収容部内に残り難い流体容器
を提供する。
【解決手段】流体容器１は、流体を収容する収容部１０
１を有する保持体１００と、保持体に取り付けられるノ
ズル体２００と、を有する。保持体は、収容部を塞ぐ蓋
部１０２を有する。ノズル体は、蓋部の少なくとも一部
に開口部１０３を形成する開口形成部２０１と、蓋部の
開口部と連通し、流体が通る管部２０２と、管部と連通
し、流体を注出する注出口２０３と、を有する。ノズル
体と保持体とが係合することによって、開口形成部と蓋
部とが離間した第１状態、第１状態からノズル体と保持
体が近づく第１方向に移動し、開口形成部によって蓋部
の開口部が形成された第２状態、及び第２状態から第１
方向と反対の第２方向に移動し、開口形成部の少なくと
も一部と蓋部とが離間した第３状態を実現する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を収容する収容部を有する保持体と、
　前記保持体に取り付けられるノズル体と、を有する流体容器であって、
　前記保持体は、前記収容部を塞ぐ蓋部を有し、
　前記ノズル体は、
　前記蓋部の少なくとも一部に開口部を形成する開口形成部と、
　前記蓋部の開口部と連通し、前記流体が通る管部と、
　前記管部と連通し、前記流体を注出する注出口と、を有し、
　前記ノズル体と前記保持体とが係合することによって、前記開口形成部と前記蓋部とが
離間した第１状態、前記第１状態から前記ノズル体と前記保持体が近づく第１方向に移動
し、前記開口形成部によって前記蓋部の開口部が形成された第２状態、及び前記第２状態
から前記第１方向と反対の第２方向に移動し、前記開口形成部の少なくとも一部と前記蓋
部とが離間した第３状態を実現する、流体容器。
【請求項２】
　前記ノズル体は、第２掛かり部を有し、
　前記保持体は、前記第２掛かり部と係合する係合面が設けられた第１掛かり部を有し、
　前記第１掛かり部の係合面は、前記第１掛かり部の第１方向の下流側の端面であり、
　前記ノズル体の内周面は、前記保持体に対向して配置されており、
　前記ノズル体の内周面には、前記第２掛かり部と、前記第２掛かり部よりも前記第１方
向の上流側に位置し、前記内周面から突出する突出部と、が形成されており、
　前記第２状態において、前記突出部の第１方向の下流側の面と前記保持体が当接し、か
つ前記突出部と前記保持体が第１方向において互いに押圧する、請求項１に記載の流体容
器。
【請求項３】
　前記第１掛かり部の前記係合面は、前記第１方向に向かって傾斜する第１領域と、前記
第１方向の下流端に位置する第２領域と、前記第２領域よりも前記第１方向の上流側に位
置する第３領域と、を有し、
　前記第２掛かり部が前記第１領域に係合した状態で前記第１状態を実現し、
　前記第２掛かり部が前記第２領域に係合した状態で前記第２状態を実現し、
　前記第２掛かり部が前記第３領域に係合した状態で前記第３状態を実現する、請求項２
に記載の流体容器。
【請求項４】
　前記保持体の外周面には、前記第２掛かり部が前記第２領域に係合した状態で前記第２
掛かり部を仮固定するロック部と、が形成されている、請求項３に記載の流体容器。
【請求項５】
　前記開口形成部の前記第１方向の下流端は、前記蓋部を破断する穿孔面であり、
　前記穿孔面の第１方向の位置は、変化しており、
　前記第２状態において、前記穿孔面の全体が、前記収容部内に配置され、
　前記第３状態において、前記穿孔面の一部が、前記収容部内に配置され、かつ前記穿孔
面の他の部分が、前記収容部外に配置される、請求項１から請求項４のいずれかに記載の
流体容器。
【請求項６】
　前記第３状態において、前記開口形成部の穿孔面の複数の箇所が、前記収容部内に配置
される、請求項５に記載の流体容器。
【請求項７】
　前記保持体及び前記ノズル体は、透明又は半透明の材料によって形成される、請求項１
から請求項６のいずれかに記載の流体容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、薬剤等の流体を収容する流体容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、薬剤等の流体を収容し、収容した流体を注出するための流体容器が知られている
。特許文献１には、流体を収容し、穿孔可能領域を有するリザーバと、リザーバに取りつ
けられるアプリケータキャップと、を有する流体容器が開示されている。
【０００３】
　当該アプリケータキャップは、穿孔可能領域を穿孔する穿孔チップを有する。穿孔可能
領域を穿孔する際は、使用者がアプリケータキャップをリザーバに対して螺合させる。こ
れによりアプリケータキャップがリザーバの穿孔可能領域に向かう方向に移動し、アプリ
ケータキャップの穿孔チップによってリザーバの穿孔可能領域が穿孔される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０１０－５２３４１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のアプリケータキャップは、流体を流体容器外に注出する注出口と、注出口
と穿孔チップとを連通させる導管と、を有する。よって、流体は、流体容器外に注出され
る際に、穿孔チップの先端部（穿孔可能領域側の端部）を介して導管を通り、注出口から
送り出される。このとき、アプリケータキャップの穿孔チップは、穿孔可能領域を開口し
た位置で保持され、リザーバの流体が収容された収容部内に留まっている（特許文献１の
図４Ｂ）。
【０００６】
　しかし、穿孔チップが収容部内に留まっていると、穿孔チップが導管に向かう流体の移
動を妨げることがあり、リザーバ内に流体が残ることがあった。特に、虫駆除剤等の薬剤
は、使用量と効果のバランスを細かく検証を行っているため、一回の使用で規定された量
を過不足なく使用する必要がある。そのため、リザーバ内に薬剤が残ってしまうと、所望
の効果を発揮できないおそれがある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、収容された流体が収容部
内に残り難い流体容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示に係る流体容器（流体容器１）は、流体を収容する収容部（収容部１０１）を有
する保持体（保持体１００）と、前記保持体に取り付けられるノズル体（ノズル体２００
）と、を有する流体容器であって、前記保持体は、前記収容部を塞ぐ蓋部（蓋部１０２）
を有し、前記ノズル体は、前記蓋部の少なくとも一部に開口部（開口部１０３）を形成す
る開口形成部（開口形成部２０１）と、前記蓋部の開口部と連通し、前記流体が通る管部
（管部２０２）と、前記管部と連通し、前記流体を注出する注出口（注出口２０３）と、
を有し、前記ノズル体と前記保持体とが係合することによって、前記開口形成部と前記蓋
部とが離間した第１状態、前記第１状態から前記ノズル体と前記保持体が近づく第１方向
に移動し、前記開口形成部によって前記蓋部の開口部が形成された第２状態、及び前記第
２状態から前記第１方向と反対の第２方向に移動し、前記開口形成部の少なくとも一部と
前記蓋部とが離間した第３状態を実現することを要旨とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、収容された流体が収容部内に残り難い流体容器を提供することができ
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る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る流体容器の全体斜視図である。
【図２】実施形態に係る保持体の一部を拡大した正面図である。
【図３】実施形態に係るノズル体の底面図である。
【図４】第１状態の流体容器の第１方向に沿った断面図である。
【図５】第２状態の流体容器の第１方向に沿った断面図である。
【図６】第３状態の流体容器の第１方向に沿った断面図である。
【図７】保持体の第１掛かり部とノズル体の第２掛かりの係合状態を説明するための図で
ある。
【図８】変形例に係る保持体の一部を拡大した正面図である。
【図９】変形例に係るノズル体の第１方向に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（１）流体容器の構成
　図１乃至図６を参照して、実施形態に係る流体容器１について説明する。なお、以下の
図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似の符号を付している。ただ
し、図面は模式的なものであり、各寸法の比率等は現実のものとは異なることに留意すべ
きである。したがって、具体的な寸法等は、以下の説明を参酌して判断すべきである。ま
た、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれ得る。
【００１２】
　図１は、実施形態に係る流体容器１の斜視図である。図２は、保持体１００の一部を拡
大した正面図である。図３は、ノズル体２００の底面図である。図４から図６は、流体容
器の第１方向に沿った断面図である。図４は、第１状態を示しており、図５は、第２状態
を示しており、図６は、第３状態を示している。
【００１３】
　流体容器１は、流体Ｆを収容し、使用時に内部に収容した流体Ｆを対象物に向けて送出
可能に構成されている。使用者は、流体容器１を操作することによって、流体Ｆに触れる
ことなく、流体Ｆを送出可能である。流体容器１に収容する流体Ｆしては、制限されない
が、特に使用者が直接触れることを避ける虫駆除剤等の薬剤を好適に適用できる。
【００１４】
　流体容器１は、保持体１００とノズル体２００を有する。保持体１００とノズル体２０
０は、着脱可能に係合されるように構成されている。保持体１００は、収容部１０１と、
蓋部１０２と、第１掛かり部１０４と、ロック部１０６と、ガイド部１０７と、移動規制
部１０８と、補助管部１０９と、を有する。ノズル体２００は、開口形成部２０１と、管
部２０２と、注出口２０３と、第２掛かり部２０４と、突出部２０５と、を有する。
【００１５】
　収容部１０１は、流体Ｆを収容する空間を有する。収容部１０１は、チューブ状であり
、基部１０１１と、先端部１０１２と、を有する。基部１０１１は、流体を収容する空間
を有し、ノズル体２００と係合しない。先端部１０１２は、基部１０１１の流体を収容す
る空間を有し、ノズル体２００と係合する。先端部１０１２は、円筒状であり、内部に流
体の収容空間を有する。基部１０１１の収容空間と、先端部１０１２の収容空間と、は、
一体化している。
【００１６】
　保持体１００の収容部１０１の材質は、内部の流体を視認可能な透明又は半透明である
ことが好ましい。また、収容部１０１のうち、少なくとも基部１０１１の材質は、使用者
が流体を送出する際に変形可能な可撓性を有することが好ましい。本実施の形態の流体容
器１は、開封した後に再封止できないように構成されている。よって、収容部１０１の容
量は、１回の使用で使い切る量とすることが好ましい。
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【００１７】
　保持体１００の蓋部１０２は、使用前に収容部１０１内の空間を塞いでいる。使用時に
、ノズル体２００が保持体１００に近づく第１方向Ｄ１に移動されることにより、蓋部１
０２には、開口部１０３が形成される。流体Ｆは、収容部１０１内から開口部１０３を介
して、ノズル体２００に導かれる。蓋部１０２の材質は、開口部１０３が形成可能な剛性
であればよい。
【００１８】
　保持体１００の第１掛かり部１０４は、ノズル体の第２掛かり部２０４に引っ掛かる。
第１掛かり部１０４は、収容部１０１の先端部１０１２の外周面から径方向外側に突出し
ている。第１掛かり部１０４は、先端部の周方向に沿って延びている。第１掛かり部１０
４は、先端部１０１２の半周毎に所定のパターンで形成されている。第１掛かり部１０４
は、先端部の周方向において２つに分割されている。
【００１９】
　第１掛かり部１０４は、第２掛かり部２０４と当接する係合面１０５を有する。係合面
１０５は、第１掛かり部１０４の基部１０１１（第１方向の下流）側の端面である。係合
面１０５は、第１方向に向かって傾斜する第１領域１０５１と、第１方向の下流端に位置
する第２領域１０５２と、第２領域よりも第１方向の上流側に位置する第３領域と、を有
する。第１領域１０５１と第２領域１０５２は、先端部１０１２の周方向において連なっ
ている。第２領域１０５２と第３領域１０５３は、離間している。なお、第１領域１０５
１と第２領域１０５２は、離間していてもよい。また、先端部１０１２の周方向において
連なっていてもよい。
【００２０】
　第１領域１０５１は、第２領域１０５２に向かうに連れて第１方向の下流側に向かって
傾斜する。第１掛かり部１０４の第１方向の長さは、第１領域において変化しており、第
２領域１０５２に向かって徐々に長くなる。ノズル体２００の第２掛かり部２０４が第１
領域に係合した状態で移動することにより、ノズル体２００と保持体１００とが徐々に近
づく。
【００２１】
　第２領域１０５２は、係合面内で最も基部側に位置する。第２領域は、ノズル体２００
の第２掛かり部２０４が第２領域に係合した状態では、ノズル体２００と保持体１００と
が最も近づく。ノズル体２００の第２掛かり部２０４が第２領域に係合した状態で、ノズ
ル体２００の開口形成部２０１によって蓋部１０２に開口部１０３が形成されるように構
成されている。
【００２２】
　第３領域１０５３は、第２領域１０５２よりも基部１０１１から離れている。第３領域
１０５３は、使用時（流体の注出時）に、開口部の形成時よりもノズル体と保持体１００
とが離れた状態となるように、第１掛かり部１０４と第２掛かり部２０４の係合状態を維
持する。ノズル体２００の第２掛かり部２０４が第３領域１０５３に当接した状態では、
ノズル体２００と保持体１００とが最も近づく状態よりも、ノズル体２００と保持体１０
０とが離れる。また、ノズル体２００の第２掛かり部２０４が第３領域１０５３に係合し
た状態で、ノズル体２００の開口形成部２０１の一部が収容部１０１の外側に配置される
ように構成されている。
【００２３】
　保持体１００のロック部１０６は、収容部１０１の先端部１０１２の外周面から径方向
外側に突出している。ロック部１０６は、第１掛かり部１０４の係合面１０５と対向して
配置されている。ロック部１０６と係合面１０５との間隔は、少なくとも第２掛かり部２
０４の第１方向の長さ以上である。第２領域に当接した第２掛かり部は、ロック部１０６
と係合面１０５によって挟まれる。ロック部は、第２掛かり部２０４が第２領域１０５２
に係合した第２状態で、第２掛かり部２０４を仮固定する。
【００２４】



(6) JP 2016-60492 A 2016.4.25

10

20

30

40

50

　保持体１００のガイド部１０７は、収容部１０１の先端部１０１２の外周面から径方向
外側に突出している。ガイド部１０７は、第１掛かり部１０４の係合面１０５と対向して
配置されている。ガイド部１０７と係合面１０５との間隔は、少なくとも第２掛かり部２
０４の第１方向の長さ以上である。第１領域に当接した第２掛かり部は、ガイド部１０７
と係合面１０５との間を移動する。
【００２５】
　保持体１００の移動規制部１０８は、収容部１０１の先端部１０１２の外周面から径方
向外側に突出している。係合面１０５の第３領域１０５３に連なっている。移動規制部１
０８は、第１方向に延びており、第３領域１０５３に当接した第２掛かり部２０４が更に
周方向に移動することを規制する。
【００２６】
　保持体１００の補助管部１０９は、蓋部１０２の表面から第１方向の上流側に突出して
いる。補助管部１０９は、円筒形状である。補助管部１０９は、ノズル体２００の開口形
成部２０１の外周面の一部を覆う。補助管部１０９は、開口形成部が第１方向の上流側に
移動した際に、開口形成部２０１と蓋部１０２が離間した空間を覆う。補助管部１０９と
開口形成部２０１によって、流体が通る流路を形成する。
【００２７】
　なお、本実施の形態に係る流体容器１は、ロック部１０６、ガイド部１０７、移動規制
部１０８及び補助管部１０９を有しているが、本発明に係る流体容器は、ロック部１０６
、ガイド部１０７、移動規制部１０８及び補助管部１０９を有していなくてもよい。
【００２８】
　ノズル体２００の開口形成部２０１は、ノズル体２００の内面から蓋部１０２側に突出
している。開口形成部２０１は、蓋部１０２に開口部１０３を形成する。開口形成部２０
１は、補助管部１０９の内周面よりも内側に配置され、補助管部１０９に対してスライド
移動する。開口形成部２０１は、第１方向に延びる筒状である。使用時（流体の注出時）
に、開口形成部２０１の中空部は、開口部１０３を介して収容部１０１と連通する。収容
部１０１内の流体は、開口形成部２０１の中空部を通って、後述する管部２０２及び注出
口２０３に導かれる。
【００２９】
　開口形成部の第１方向の下流端（蓋側の端）は、蓋部を破断する穿孔面２０１１である
。穿孔面２０１１によって蓋部１０２を破断し、開口部１０３を形成する。穿孔面２０１
１は、第１方向Ｄ１における位置が変化している。すなわち、穿孔面２０１１の第１方向
の下流端２０１２と蓋部１０２の距離と、穿孔面の第１方向の上流端２０１３と蓋部の距
離、は、異なる。
【００３０】
　第２状態において、穿孔面２０１１の全体が、収容部１０１内に配置される。一方、第
３状態において、穿孔面２０１１の一部が、収容部１０１内に配置され、かつ穿孔面２０
１１の他の部分が、収容部１０１外に配置される。より詳細には、第２状態において、穿
孔面２０１１の第１方向の下流端２０１２及び穿孔面の第１方向の上流端２０１３の両方
が、収容部１０１内に配置される。一方、第３状態において、穿孔面の第１方向の下流端
２０１２が、収容部１０１内に配置され、かつ穿孔面の第１方向の上流端２０１３が、収
容部１０１外に配置される。
【００３１】
　管部２０２は、第１方向Ｄ１の上流側に突出した円筒である。ノズル体２００の管部２
０２は、開口形成部２０１を介して、蓋部１０２の開口部１０３と連通する。管部２０２
は、第１方向に延びる筒状である。使用時（流体の注出時）に、管部２０２の中空部は、
開口形成部２０１及び開口部１０３を介して収容部１０１と連通する。収容部１０１内の
流体は、管部２０２の中空部を通って注出口２０３に導かれる。管部２０２の第１方向Ｄ
１の上流端は、注出口２０３を構成する。
【００３２】
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　第２掛かり部２０４は、ノズル体２００の内周面に形成されている。第２掛かり部２０
４は、第１掛かり部１０４と係合する。第２掛かり部２０４は、ノズル体２００の内周面
２００Ｉから径方向内側に突出している。第２掛かり部２０４は、２カ所に形成されてい
る。各第２掛かり部２０４は、対向して配置されている。
【００３３】
　突出部２０５は、ノズル体２００の内周面から突出している。突出部２０５は、蓋部１
０２の外周縁と当接可能に構成されている。突出部２０５は、ノズル体の内周面の全域に
形成されている。
【００３４】
　（２）流体容器の使用時の変形態様
　次いで、このように構成された流体容器の使用時の変形態様について、図４～図７を用
いて詳細に説明する。図４～図７は、流体容器の第１方向に沿った断面図である。図４は
、第１状態を示しており、図５は、第２状態を示しており、図６は、第３状態を示してい
る。図７は、図２の保持体の正面図において、第２掛かり部の位置を模式的に示した図で
あり、保持体１００の第１掛かり部１０４とノズル体２００の第２掛かり部２０４の係合
状態を説明するための図である。図７において、第１状態の第２掛かり部２０４の位置を
Ｐ１とし、第２状態の第２掛かり部２０４の位置をＰ２とし、第３状態の第３掛かり部の
位置をＰ３として示す。
【００３５】
　使用前の流体容器１は、第１状態を実現する。具体的には、ノズル体２００の第２掛か
り部２０４は、保持体の第１掛かり部１０４とガイド部１０７の間に位置する。より詳細
には、第２掛かり部２０４は、第１掛かり部１０４の係合面１０５の第１領域とガイド部
１０７の間に位置する。第１状態において、ノズル体２００の開口形成部２０１と保持体
１００の蓋部１０２は、対向した状態で離間している。ノズル体２００の突出部２０５と
保持体１００の蓋部１０２は、離間している。
【００３６】
　使用者が第１状態からノズル体を回転方向Ｃ（図１及び図２参照）に回転させると、第
２状態になる。第１状態から第２状態に移行する過程で、ノズル体２００の第２掛かり部
２０４は、係合面１０５に沿って徐々に第１方向の下流側に移動し、ノズル体２００と保
持体１００が徐々に近づく。この第１状態から第２状態に移行する過程で、ノズル体２０
０の突出部２０５と保持体１００の蓋部１０２とが当接する。そのため、使用者は、突出
部２０５と蓋部１０２とが当接した状態から、ノズル体を更に回転方向に移動させる際に
、ノズル体２００を保持体１００側に押し込みつつ、ノズル体を回転方向に移動させる。
よって、第２状態では、突出部２０５と蓋部１０２とは、当接し、互いに押圧している。
【００３７】
　また、第１状態から第２状態に移行する過程で、ノズル体２００の開口形成部２０１が
保持体１００の蓋部１０２の一部を破断し、開口形成部２０１が蓋部１０２を貫通する。
これにより、蓋部１０２に開口部１０３が形成される。第２状態において、開口形成部の
穿孔面２０１１の全体は、蓋部１０２を貫通し、収容部１０１内に配置されている。第２
状態では、ノズル体の第２掛かり部２０４は、第１掛かり部１０４の係合面１０５の第２
領域１０５２とロック部１０６の間に位置する。
【００３８】
　使用者が第２状態からノズル体を回転方向Ｃに回転させると、第３状態になる。使用者
が第２状態からノズル体を回転方向Ｃに回転させると、第２状態における第１掛かり部１
０４と第２掛かり部２０４の係合が外れる。第２状態において突出部２０５と蓋部１０２
は互いに押圧しているため、第１掛かり部１０４と第２掛かり部２０４の係合が外れるこ
とにより、突出部２０５と蓋部１０２が元の状態に戻るように、互いに離れる方向に移動
する。そのため、ノズル体２００が保持体１００から離れる方向（第１方向Ｄ１と反対の
第２方向Ｄ２）に移動し、第３状態となる。第３状態では、突出部２０５と蓋部１０２と
は離間し、又は当接しているが互いに押圧していない。
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【００３９】
　第３状態では、開口形成部の穿孔面２０１１の一部は、収容部１０１内に配置されてい
る。具体的には、穿孔面の第１方向の下流端２０１２が、収容部１０１内に配置され、か
つ穿孔面の第１方向の上流端２０１３が、収容部１０１外に配置される。また、第３状態
では、ノズル体２００の第２掛かり部２０４は、第２状態よりも第１方向の上流側に位置
する。
【００４０】
　使用者が第３状態からノズル体を回転方向Ｃに回転させ、第２掛かり部２０４が第３領
域を超える位置となると、第２掛かり部２０４が移動規制部１０８に当たる。そのため、
第２掛かり部２０４は、第３領域を超えて回転方向に移動しない。
【００４１】
　使用者は、ノズル体２００が保持体に対して更に回転させることができないことにより
、使用可能な状態までノズル体２００を回転したことを把握できる。使用者は、第３状態
の流体容器１を用いて、対象物に対して流体を注出することができる。具体的には、注出
口２０３を対象物に当てて、保持体１００の基部１０１１を押圧する。流体Ｆは、保持体
１００の収容部１０１から開口部１０３を介してノズル体２００に導かれる。ノズル体２
００に導かれた流体Ｆは、開口形成部２０１及び管部２０２を通って、注出口２０３から
送り出される。
【００４２】
　（３）作用・効果
　流体容器１は、保持体１００に開口部１０３を形成する第２状態と、第２状態よりも保
持体１００とノズル体２００とが離間した第３状態と、を実現するように構成されている
。使用者は、第３状態において流体Ｆを送り出す。流体Ｆを送り出す状態において、ノズ
ル体２００の開口形成部２０１は、最も深い位置（第２状態の位置）よりも浅い位置とな
る。そのため、収容部１０１内に配置される開口形成部２０１の容積が少なくなり、収容
部１０１内からノズル体２００に向かう流体の移動を開口形成部２０１が妨げることを抑
制できる。その結果、流体容器１内に流体Ｆが残ることを抑制できる。虫駆除剤等の薬剤
を収容した流体容器１においても、一回の使用で規定された量を過不足なく使用し、所望
の効果を発揮し易くなる。
【００４３】
　第２状態において、第２掛かり部２０４の第１方向の上流側の面は、第１掛かり部１０
４の第１方向の下流側の面（係合面１０５）に当接し、かつ第１方向の下流側に押圧され
ている。また、突出部２０５の第１方向の下流側の面は、保持体１００の蓋部１０２が当
接し、かつ蓋部１０２によって第１方向の上流側に押圧されている。ノズル体２００の一
部（第２掛かり部）は、第１方向の下流側に押圧され、ノズル体２００の他の部分（突出
部２０５）は、第１方向の上流側に押圧されている。そのため、第２状態において、ノズ
ル体２００と保持体１００が密着し、ノズル体２００と保持体１００の位置ずれを防止で
きる。
【００４４】
　第１掛かり部１０４の係合面１０５の第１領域１０５１、第２領域１０５２及び第３領
域１０５３は、第１方向Ｄ１の位置が異なる。そのため、第１掛かり部１０４の係合面１
０５に沿って第２掛かり部２０４を移動させることにより、ノズル体２００と保持体１０
０とを近づけたり、離間させたりして、ノズル体２００と保持体１００との位置関係を異
ならせることができる。
【００４５】
　ノズル体２００の第２掛かり部２０４が第２領域に係合した状態で、保持体１００の外
面の一部とノズル体２００の内面の一部は当接しており、互いに押圧されている。使用者
は、力を掛けてノズル体を保持体側に押し込みつつ、第１掛かり部と第２掛かり部とを引
っ掛けた状態で、ノズル体２００と保持体１００とを近づけるように構成されている。第
２掛かり部が第２領域に当接した状態では、ノズル体２００と保持体１００は互いに最も
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押圧しており、互いが離れる方向に力が最も掛かる。そのため、第２掛かり部が第２領域
に当接した状態では、互いの位置がずれてしまうことがある。しかし、ロック部１０６を
設けることにより、ロック部１０６と係合面１０５によって第２掛かり部を挟むことがで
きる。
【００４６】
　第２状態において、穿孔面２０１１の全体が、収容部１０１内に配置される。一方、第
３状態において、穿孔面２０１１の一部が、収容部１０１内に配置され、かつ穿孔面２０
１１の他の部分が、収容部１０１外に配置される。開口部１０３の形成時には、穿孔面２
０１１が蓋部１０２を完全に貫通し、確実に開口部１０３全体を形成できる。一方、使用
時（流体の注出時）には、穿孔面２０１１の一部が収容部１０１の外側に配置され、開口
部１０３に流れる流体が妨げられない。よって、開口部１０３の形成時には、確実に開口
部１０３を形成することが可能であり、使用時には、収容部１０１内の流体を全て利用し
易くなる。
【００４７】
　保持体１００及びノズル体２００は、透明又は半透明の材料によって形成される。使用
者は、保持体１００及びノズル体２００内の流体の量や位置を視認できる。そのため、流
体を送り出す際に、残っている量を視認でき、流体を使用し切れている否かを確認できる
。よって、収容された流体が収容部１０１内に残り難くなる。
【００４８】
（４）その他の変形例
　次いで、その他の変形例について説明する。なお、変形例の説明において、実施形態と
同様の構成については、同符号を用いて説明を省略する。変形例に係る流体容器１Ａは、
保持体の構成が実施の形態と異なる。図８は、変形例に係る流体容器１Ａの保持体１００
Ａの一部を拡大した正面図である。図９は、変形例に係る流体容器１Ａのノズル体２００
Ａを示す図である。
【００４９】
　変形例に係る流体容器１Ａは、分割された２つの第１掛かり部１０４によって構成され
てなく、第１領域１０５１、第２領域１０５２、及び第３領域１０５３を含む１つの第１
掛かり部１０４Ａを有する。第１掛かり部１０４Ａが一体化しているため、先端部１０１
２の周方向に沿って突起部を円滑に移動させることができる。
【００５０】
　また、変形例に係る流体容器１Ａの保持体１００Ａは、ロック部１０６、ガイド部１０
７、及び移動規制部１０８を有しない。
【００５１】
　図９は、変形例１Ａに係る流体容器１Ａのノズル体２００Ａを示す図である。図９は、
ノズル体２００Ａの第１方向に沿った断面図である。
【００５２】
　変形例１Ａに係る開口形成部２０１Ａは、実施の形態の開口形成部と異なる。変形例に
係る開口形成部２０１Ａは、下流端２０１２が複数形成されている。複数の下流端２０１
２は、周方向において１８０度ずれて配置されている。そのため、開口部１０３を形成す
る際に、２カ所の下流端２０１２によって蓋部１０２を破断し、円形の開口部１０３を形
成する。また、第３状態において、開口形成部の穿孔面の複数の箇所（２カ所の下流端２
０１２）が、収容部内に配置される。
【００５３】
　例えば、１カ所の下流端２０１２によって蓋部１０２を破断して開口部１０３を形成す
ると、蓋部１０２の一部が破断されず、蓋部１０２の一部が弁として蓋部１０２に付いた
状態となることがある。このように蓋部１０２に弁が付いた状態では、弁が流体の移動を
妨げ、収容部１０１内に流体が残るおそれがある。しかし、このように複数の下流端２０
１２によって蓋部１０２を破断することにより、蓋部１０２の一部が開口部１０３近傍に
残ることを防止できる。流体の円滑な移動を確保し、流体が収容部１０１内に残り難くな
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【００５４】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００５５】
　１、１Ａ・・流体容器
　１００、１００Ａ・・・保持体
　１０１・・・収容部
　１０１１・・・基部
　１０１２・・・先端部
　１０２・・・蓋部
　１０３・・・開口部
　１０４、１０４Ａ・・・第１掛かり部
　１０５・・・係合面
　１０５１・・・第１領域
　１０５２・・・第２領域
　１０５３・・・第３領域
　１０６・・・ロック部
　１０７・・・ガイド部
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　２０１１・・・穿孔面
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　２０３・・・注出口
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　２０５・・・突出部
　Ｃ・・・回転方向
　Ｆ・・・流体
　Ｄ１・・・第１方向
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